
（参考1）  

「子どもの心の診療拠点病院の整備に関する有識者会議」開催要綱  

1．趣旨   

様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達障害に対応するため、平成20年度より、都  

道府県における拠点病院を中核とし、各医療機関や保健福祉機関等と連携した支援体制の  

構築を図るための事業（子どもの心の診療拠点病院機構推進事業）を実施するとともに、  

中央拠点病院を整備し、人材育成や都道府県拠点病院に対する技術的支援を行うこととし  

ている。   

そこで、当該事業を効果的に実施するため、雇用均等・児童家庭局母子保健課長が学識  

経験者・実務者等に参集を求め、中央拠点病院が実施する事業及び都道府県が実施する子  

どもの心の診療拠点病院機構推進事業に対する助言、評価を目的として、有識者会議を開  

催する。  

2．構成  

（1）会議の構成員は別紙のとおりとする。  

（2）会議に座長を置く。  

3．検討項目  

（1）子どもの心の診療中央拠点病院が実施する事業に対する助言、評価  

（2）都道府県が実施する子どもの心の診療拠点病院機構推進事業に対する助言、評価  

4．運営   

（1）会議は原則公開とする。  

（2）会議の庶務は、雇用均等・児童家庭局母子保健課において行う。  

5．その他   

この要綱に定めるもののほか、会議の運営に閲し必要な事項は、座長が母子保健課長と  

協議の上定める。   



（別紙）  

「子どもの心の診療拠点病院の整備に関する有識者会議」構成員名簿  

（50音順、敬称略）  

氏名   所属・職名   

青山 直己   真岡市立東沼小学校 教頭   

今村 定臣   社団法人日本医師会 常任理事   

奥山 眞紀子   国立成育医療センター こころの診療部 部長   

神尾 陽子   国立精神・神経センター 児童・思春期精神保健部 部長   

斎藤 卓弥   日本医科大学 精神医学教室 准教授   

淡谷 いづみ   愛知県半田保健所 所長（全国保健所長会 会長）   

丸山 浩一   東京都児童相談センター 所長（全国児童相談所長会 会長）   

南  砂   読売新聞編集局解説部 次長   

◎柳澤 正義   日本こども家庭総合研究所 所長   

◎：座長   



（参考2）  

母子保健医療対策等総合支援事業実施要綱（抄）  

第2 事業内容  

1 子どもの心の診療拠点病院機構推進事業   

（り 事業目的  

様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達障害に対応するため、都道府県におけ  

る拠点病院を中核とし、地域の医療機関並びに児童相談所、保健所、市町村保健セ  

ンター、要保護児童対策地域協議会、発達障害者支援センター、児童福祉施設及び  

教育機関等（以下「保健福祉関係機関等」という。）と連携した支援体制の構築を  

図る。  

なお、本事業は、子どもの心の診療拠点病院としての施設及び設備基準、地域の  

医療機関及び保健福祉関係機関等との連携体制等について検討するため、試行的に  

実施するものである。   

（2）実施主体  

本事業の実施主体は、都道府県とする。   

（3）事業内容  

都道府県は、次に掲げる事業を実施するものとし、3年を限度に補助するものと  

する。  

① 子どもの心の診療支援（連携）事業  

ア 地域の医療機関から相談を受けた様々な子どもの心の問題、児童虐待や発達  

障害の症例に対する診療支援  

イ 地域の保健福祉関係機関等から相談を受けた様々な子どもの心の問題、児童  

虐待や発達障害の症例に対する医学的支援  

り 問題行動事例の発生時における医師等の派遣  

工 地域の保健福祉関係機関等との連携会議の開催  

② 子どもの心の診療関係者研修事業  

ア 医師及び関係専門職に対する実地研修等の実施  

イ 地域の医療機関及び保健福祉関係機関等の職員等に対する講習会等の開催  

③ 普及啓発・情報提供事業  

子どもの心の診療に関する情報を幅広く収集し、地域の医療機関、保健福祉関  

係機関等及び地域住民に対して、ホームページ等により適切な情報を提供すると  

ともに、子どもの心の問題について普及啓発を図る。   

（4）その他  

本事業の実施にあたっては、中央拠点病院と連携を図り、適切な運営に努めるこ  

と。   



缶i聖霊襲璽碧雲よ警  

† 
中央拠点病院の  
国立成育医療センターの口＝ーです   

OHCHOだよ。創刊号  
窟kayamaを軸artof宅：hildren㌢Lt竜ospitaI毒運rganization  

岡山県と当センターが行っている「子どもの心の診療拠点病院事業」について  
当センターの職員の皆さまへのお知らせを、毎月1回お届けします。  

この事業に関連した動き  

○児童思春期入院棟に入院している子どもたちへの学習支援（4人の非常勤職員の配  

置）が昨年12月からはじまっています。  

○入院中の保護者の茶話会が、1月からはじまりました。  

○県内の専門家の代表を招いた準備委員会が2月上旬に開催される予定です。  

○中央拠点病院である成育医療センターの笠原麻里先生を招いた講演会と事例検討会  

が4月に開かれます。ぜひお越しください（下記参照）  

岡山県精神科医会総会講演会   
日時：平成21年4月11日土曜日3時～  

場所：岡山衛生会館中ホール  

演題 「未定 児童思春期についての内容）」  

国立成育医療センター こころの診療部育児心理科  

笠原麻里先生  

講演会ですが、  
子どもの心地責夷   る会でもあります。  

予告2：子どもの事例についての事例検討会  
‘平成21年4月12日 日曜日 午前9時30分～12時30分  

当院 サンクトホール   

事例提供者：未定 肋言者：笠原麻里先生   



缶i聖霊襲烹緊要雲よ空ニ  

七  

だより第2号   OHCHO  
央拠点病院の  
立成育医療センターーの田コです  

箋：茅kayama委璃eartof∈：hildren 棋ospital窟rganization  

岡山県と当センターが行っている「子どもの心の診療拠点病院事業」について  
当センターの職員の皆さまへのお知らせの第2号です。  

岡山県精神科医会総会講演会  
平成21年4月11日 土曜日 3時～ 岡山衛生会館中ホール  

演題 「現代の子どもの精神科臨床の課題について」  

講師 国立成育医療センターこころの診療部育児心理科 笠原麻里先生  

第1回子どもの心の診療拠点病院事例検討会   
平成21年4月12日 日曜日 午前9時30分～ 当院サンクトホール   

事例提供者：高橋由舌先生、三宅聖子先生（希望ケ丘ホスピタル）  

助言者：笠原麻里先生   

お
し
ら
せ
 
 




